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国
は
35
人
以
下
学
級
の

計
画
を
中
止
。
実
施
を
期
待

し
た
市
民
は
多
い
。
市
内
小

中
学
校
に
ど
ん
な
影
響
が
あ

る
か
。
少
人
数
編
制
へ
最
後

ま
で
努
力
を
。

 

教
育
長

　

市
内
小
中
学
校
の
内
35
人

以
下
学
級
に
な
ら
な
い
の
は

4
学
年
と
な
り
、
ほ
と
ん
ど

は
事
実
上
35
人
学
級
編
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
全

学
年
で
の
35
人
学
級
編
制
実

現
に
向
け
県
へ
要
望
し
ま

す
。地

域
完
結
型
の
救
急
拠
点

市
民
病
院
を
期
待

 

健
診
セ
ン
タ
ー
や
駐
車

場
整
備
で
市
民
病
院
に
期
待

が
高
ま
る
。
腹
腔
境
下
認
定

外
科
医
の
増
な
ど
、
救
急
外

科
手
術
で
市
内
完
結
可
能
な

病
院
と
な
る
か
。

 

病
院
事
業
管
理
者

　

地
域
完
結
型
の
総
合
病
院

を
目
指
し
て
、
腹
腔
鏡
下
手

術
の
症
例
実
積
を
積
む
な
ど

医
療
水
準
の
向
上
と
適
切
な

救
急
診
療
体
制
の
構
築
に
取

り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

胃
が
ん
発
症
を
予
防
す

る
ピ
ロ
リ
菌
除
菌
投
薬
が
保

険
適
用
と
な
っ
た
。
胃
カ
メ

ラ
透
視
を
有
効
に
生
か
し
た

検
診
の
充
実
は
。

 

定
期
的
な
健
診
を
受
け

て
、
が
ん
を
早
期
発
見
・
早

期
治
療
で
き
る
よ
う
、
健
診

事
業
と
診
療
科
診
療
の
連
携

を
図
り
ま
す
。

即
原
発
ゼ
ロ
を
決
断
し
、

協
定
は
立
地
並
み
を
貫
け

 

昨
夏
は
原
発
稼
働
せ
ず

に
電
力
は
足
り
た
。
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
転
換
で
原
発
ゼ
ロ

の
決
断
が
市
民
を
守
る
の
で

は
。 

市　

長

　

現
在
の
電
力
需
給
は
原
発

に
頼
ら
ず
安
定
的
な
電
力
供

給
が
で
き
な
い
状
況
で
あ

り
、
市
と
し
ま
し
て
も
必
要

な
調
査
研
究
に
取
り
組
み
ま

す
。 

大
飯
原
発
の
安
全
協
定

は
立
地
並
み
協
定
を
貫
け
。

 

県
と
も
協
議
し
、
福
井

県
内
の
隣
接
市
町
と
同
様
の

協
定
内
容
で
締
結
す
る
方
向

で
調
整
し
て
い
ま
す
。

 

原
発
専
門
職
員
が
い
な

い
当
市
は
、
県
専
門
職
と
連

携
し
た
原
発
防
災
を
。

 

県
と
連
携
を
強
化
す
る

中
で
、
専
門
職
員
か
ら
の
助

言
等
を
求
め
ま
す
。

中
小
企
業
と
農
業
を
守
り

元
気
な
高
島
市
を

 

金
融
円
滑
化
法
と
セ
ー

フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
期
限
切
れ
が

迫
る
。
再
延
長
を
要
請
し
、

市
独
自
の
中
小
企
業
金
融
策

を
。 

今
後
の
金
融
機
関
の
対

応
を
注
視
し
、
市
独
自
の
融

資
支
援
策
で
あ
る
小
規
模
企

業
者
小
口
簡
易
資
金
貸
付
制

度
な
ど
を
、
商
工
会
と
連
携

し
広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

 

市
の
入
札
・
物
品
購
入

に
お
け
る
市
内
業
者
優
先
策

は
。
分
離
分
割
発
注
と
小
規

模
事
業
所
登
録
で
発
注
増
の

対
策
を
。

 

「
入
札
・
契
約
方
針
」
に

基
づ
き
、
市
内
業
者
優
先
を

基
本
に
取
り
組
み
ま
す
。
分

離
・
分
割
発
注
に
つ
い
て

も
、
契
約
審
査
会
で
の
検
討

を
踏
ま
え
適
正
に
実
施
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

 
演
習
場
周
辺
防
音
事
業

で
、
資
金
力
の
な
い
市
内
建

築
業
者
が
受
注
で
き
る
様
、

国
が
中
間
払
い
を
。

 

補
助
事
業
者
で
あ
る
防

衛
省
と
協
議
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
反
対

 

影
響
は
ど
う
か
。
交
渉

参
加
に
反
対
し
行
動
を
。

 

産
業
経
済
部
長

　

水
稲
・
畜
産
を
含
め
45
億 

９
、０
０
０
万
の
生
産
額
の

減
少
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
今

後
の
交
渉
内
容
を
把
握
し
、

必
要
な
場
合
に
は
積
極
的
な

対
応
を
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

◆
雇
用
の
安
定
と
賃
金
ア
ッ

プ
策
で
、
市
長
と
し
て
で

き
る
行
動
を

◆
憲
法
の
平
和
原
則
を
遵
守

し
行
動
さ
れ
る
市
長
に

全
ク
ラ
ス
35
人
以
内
の
小
中
学
校
に

日
本
共
産
党
高
島
市
議
団

森脇　徹 議員

指
定
管
理
者
制
度
の
抜
本

的
制
度
見
直
し
を

 

指
定
管
理
者
を
決
定
す

る
際
、
市
長
の
諮
問
機
関
の 

選
定
委
員
会
に
よ
る
厳
正
な

審
査
決
定
に
反
し
た
、
市
長

に
よ
る
管
理
者
の
決
定
等
、

制
度
に
対
す
る
多
く
の
問
題

と
課
題
が
発
生
し
て
き
て
い

る
。
今
一
度
、
原
点
に
立
ち

返
っ
た
制
度
見
直
し
を
求
め

る
。 

市　

長

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
基

本
に
指
定
管
理
者
制
度
の
原

則
を
踏
ま
え
、
必
要
な
場
合

は
運
用
指
針
の
見
直
し
を
行

い
、
よ
り
適
正
な
運
用
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

 

高
島
市
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
構
想
の
取
組
実
態
と
、

今
後
の
市
と
し
て
の
同
構
想

へ
の
支
援
策
は
。

 
こ
れ
ま
で
バ
イ
オ
マ

ス
タ
ウ
ン
構
想
に
基
づ
い
た

提
案
が
数
社
か
ら
あ
り
ま
し

た
が
、
実
用
化
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
も
引
き
続

き
、
研
究
す
べ
き
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

 

原
子
力
防
災
対
策
の
避

難
計
画
等
、
市
民
へ
の
説
明

と
情
報
発
信
方
策
を
問
う
。

 

地
域
の
防
災
学
習
会
に

出
前
講
座
と
し
て
伺
い
、
市

民
の
皆
様
に
説
明
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

 

施
政
方
針
の
中
で
、
い

じ
め
防
止
条
例
の
制
定
に
取

り
組
む
と
さ
れ
て
い
る
が
、

市
の
教
育
行
政
基
本
方
針
並

び
に
い
じ
め
対
策
指
針
に
よ

り
「
い
じ
め
根
絶
」
に
向
け

た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い

る
中
で
、
条
例
制
定
の
必
要

性
を
問
う
。

 

社
会
総
が
か
り
で
い
じ

め
防
止
に
取
り
組
む
た
め
、

関
係
部
局
と
の
調
整
を
行
い

条
例
制
定
に
向
け
た
取
り
組

み
を
展
開
し
た
い
と
考
え
ま

す
。 

職
員
教
育
に
つ
い
て
、

市
の「
人
材
育
成
基
本
方
針
」

と
も
併
せ
、
職
員
の
意
識
改

革
方
策
を
問
う
。

 

職
員
に
は
市
民
の
た
め

に
働
く
と
い
う
認
識
を
説

き
、
能
力
ア
ッ
プ
と
人
材
育

成
に
早
急
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
、
今
後
も
よ
り
一

層
職
員
の
や
る
気
に
つ
な
が

る
研
修
を
行
い
ま
す
。

 

市
に
お
け
る
6
次
産
業

化
策
に
対
す
る
見
解
は
。

 

今
日
ま
で
の
市
に
お

け
る
6
次
産
業
化
の
取
り
組

み
を
検
証
・
総
括
し
た
う
え

で
、
市
の
役
割
を
再
検
討
し

ま
す
。

施
政
方
針
に
対
す
る
市
長

の
見
解
を
質
す

 

マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
59
項

目
の
具
体
的
必
達
目
標
は
。

 

既
存
の
政
策
と
の
整
合

性
や
財
政
事
情
な
ど
十
分
に

勘
案
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

の
4
年
間
で
実
現
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

2
つ
の
緊
急
課
題
へ
の

今
後
の
具
体
的
対
応
策
は
。

 

「
芝
サ
ッ
カ
ー
場
」
は

凍
結
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の

と
考
え
、
既
に
取
得
済
み
の

用
地
の
利
活
用
方
策
も
含
め

対
応
を
検
討
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
ま
た
、
庁
舎
建
設

は
、
現
庁
舎
を
最
大
限
に
活

用
し
、
周
辺
施
設
の
増
改
築

等
を
検
討
す
る
な
ど
に
よ
り

対
応
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

 

6
つ
の
地
域
別
課
題
に

対
し
、
具
体
的
必
達
目
標
と

市
政
の
主
な
課
題
に
対
す
る

市
長
の
見
解
を
質
す

市
政
の
主
な
課
題
に
対
す
る

市
政
の
主
な
課
題
に
対
す
る

え
え
と
こ
高
島

山川 恒雄 議員

そ
の
為
の
財
政
計
画
と
併
せ

た
年
度
別
計
画
は
。

 

各
支
所
長
を
中
心
に
関

係
部
局
が
連
携
し
、
順
次
課

題
の
解
決
に
向
け
取
り
組
み

た
い
と
考
え
ま
す
。

 

職
員
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
す
る
為
に
は
、
ま
ず
幹

部
職
員
の
意
識
改
革
と
課
内

職
員
の
人
材
育
成
計
画
の
充

実
と
目
標
管
理
の
徹
底
が
不

可
欠
と
考
え
る
が
。

 

全
て
の
管
理
職
員
が
、

人
材
育
成
の
役
割
を
認
識
す

る
こ
と
に
よ
り
、
気
概
を
も

っ
た
職
員
を
育
て
、
職
務
内

容
の
高
度
化
、
多
様
化
に
対

応
す
る
こ
と
が
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
考

え
ま
す
。

 

市
長
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト

の
評
価
な
り
見
直
し
に
対
す

る
手
法
と
方
策
は
。

 

市
民
の
皆
様
か
ら
頂
い

た
意
見
や
提
言
を
政
策
提
言

と
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
す

の
で
、
私
自
身
も
評
価
し
ま

す
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
評
価
が
頂
け
る
よ
う
な
機

会
を
今
後
考
え
ま
す
。

市民へ原子力についての情報を発信する防災出前講座

市民病院で増えている腹腔境下手術




